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空間データを扱うデータベース

クラウド
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空間データを扱うデータベース

本日フォーカスするデータベースは:

• 業務で使用する頻度の高いBigQuery

• FME2024.1からサポートを開始したDuckDB



BigQuery

FMEを使うと便利なポイント

様々なデータ形式から
テーブルへの格納が簡単



BigQuery: FMEを使うと何が便利?

データをBigQueryのテーブルに格納する際には
BigQueryがサポートするファイル形式への変換が必要

Shapefile GeoPackage

ジオメトリ⇒WKT

座標系⇒WGS84(EPSG: 4326)

ファイル形式⇒CSV



FMEだと
⇒ Reader とWriterのみで完了

国土数値情報、行政界ポリゴン
データ（シェープファイル）を
ビッグクエリのテーブルに格納

BigQuery



BigQuery

ReaderとWriterの間に処理を挟んだり、
一度に複数のテーブルを作成することも可能



BigQuery



難点:コネクションのセットアップがやや面倒

BigQuery

BigQueryへのコネクションは２通り
から選べる：

① Web Connection(簡単）

② Service Account Key File（面倒）



①Web Connectionを使用する場合
①

②

③

④

⑤

⑤ のステップでエラーにならなければ◎

に戻り、Datasetをクリックしてデータセッ
トの一覧が見えるようになれば◎
①



Service Account Key Fileを使用する場合
BigQueryでサービスアカウントキーを発行

自分のマシン
に保存

キー・ファイルをシステムの環境変数に設定



DuckDB

FME 2024.1から追加された
DuckDB Readerでできること

• DuckDB データベースからの読み取り

• SQLExecutorを介してDuckDBへのクエリー

⇒ S3などクラウドにあるGeoParquetをそ
のまま（ローカルにダウンロードすること
なく）クエリすることが可能



DuckDB

Overture Mapsのデータを取得してみる
Overture Maps

誰でもアクセスできるオープンな全球の地図データ
を提供

Amazon,Meta,Microsoft,TomTomn等が支援
S3,Azure経由でParquetファイルが取得可能

• Buildings：世界中の23億の建物のフットプリントデータを含
む。

• Places：約5300万の世界中のPOIデータを提供。

• Divisions：40以上の言語に翻訳された国や地域の行政境界
データ。

• Transportation：世界中の交通網のデータ。



DuckDB



DuckDB

取得した大手町周辺の建物データ

全球のデータから

必要な属性

必要な範囲だけに

限定して取得できた



ご清聴ありがとうございました


